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施設から居宅への政策の中〜「通所介護事業所」に通う⾼齢者の現状〜

気づかない本⼈・・・・ひとり暮らし、寒い家、暑い部屋
・2014年1⽉（⼥性）︓来所持の⾎圧が、３回連続で乱れる。遠⽅のご家族に連絡し３⽇後に病院に⾏く

事が決まる。しかし、２⽇後外出先で脳梗塞が発症
（当⽇朝の⾎圧も異常があったらしい）

・2014年4⽉（男性）︓契約訪問。⾷事、ＴＶ、着替え等ベッドの上で全てを済ませる。寒さゆえの習慣。
床は波打ち、トイレ、浴室のドアは腐っている
・・・・これではリハビリの効果が低下してしまう

・2015年2⽉（⼥性）︓契約訪問。リビングにストーブ3台でも寒い（築約35年）
初回来所時、⾎圧⾼＆看護師が問診
→気になる。⼀週間後、ご⾃宅のお⾵呂で溺死

気づかない家族・・・・２世帯住宅、優しさゆえ

ケアマネージャー
⼿摺と段差の解消は提案するも・・・

もっと知る事が出来たならば
・・・悔やむ私たち（通所介護事業者）

・互いを思いやる⺟と娘。看護師として働く娘さんの体を労わり「夜中のトイレはほぼ毎⽇」だが
“家族にばれない様に⾏く”お⺟さん。しかし、お⺟さんには⼼疾患があり、急激な温度変化は避けたい

ご⾃宅の環境と様⼦（⾏動）がわかれば、“守れる命”と“活かせる⼒”がある

これまで実施している介護サービスとの連携、違い

これまでの通所介護サービス

これからの通所介護サービス

HEMS

ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ

ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ

医師

医師

【通所介護事業所】

来所時の健康情報

来所時の健康情報

地域

地域包括

通所介護事業所

通所介護事業所

住宅メーカー

自治会
自宅の健康情報

自宅の温熱環境

自宅での行動情報

安否、救急対応

【 ケアマネ 】

疾患履歴、手摺等の家の状態

【 病院 】

来所時の血圧、脈拍の報告

これらの情報の重ね合せ

●⾃宅での⾏動状況を勘案したリハビリ指導
●リハビリ効果と温熱環境との関連性評価
●消費エネルギー、効率使⽤アドバイス
●健康状態に合わせた「⾒守り」「訪問」、家族への通知



通所介護事業所

～サンアドバンス～

・2日/周程度来所

・病状把握、医師連携

ご家族
（同居・遠隔）

・日々の行動情報
（意外と知らない）

HEMS

・日々の行動情報
・住宅の温熱環境

地域店舗の活性化
（食・健康関連）

見守り
ライフサポート

市役所
地域包括支援ｾﾝﾀｰ

病院
(急性期・維持期）

高断熱住宅への住替
（食・健康関連）

リハビリトレーニング

体力測定

バイタル（血圧、脈等）

疾患状況、問診

活動、夜中のトイレ等

安否確認

バイタル（血圧、脈等）

温熱環境

×

通所介護事業所 ご自宅

サンアドバンス

・介護福祉士

・看護師

・理学療法士

・福祉用具相談員

（建築士）

行政・地域包括

ご家族、病院

地域企業

移住住替、見守り

⾃宅と通所介護事業所の２拠点の情報を活⽤した地域活性
１．通所介護事業所（サンアドバンス緑ヶ丘店︓⼤阪府豊中市）に集められる２拠点情報と活⽤先

２．「千⾥ニュータウン」と周辺地域の課題解決と地域活性

ＢＵ 洗面 ﾄｲﾚ

寝室
（高齢者）

リビング

キッチン

ダイニング

⽼朽化した住宅の床・開⼝部からの冷え

加えて、要介護者の⾜は⾎流が悪く冷たい

動けない、動きたくない、眠れない

寝室、廊下、⽞関、トイレ、⾵呂、洗⾯等の改修

⽣活不活化病の改善
リハビリの効果向上

省CO2住宅への注⽬
ﾘﾌｫｰﾑ、住替、流通

床が冷たく滑りやすい（危険）

玄関ドアからの
冷輻射対策（内窓）

導⼊する先導的な技術〜活動しやすい住環境へ〜

歩行時間・温度・湿度・照度を測定 トイレの利用時間

・・

・モーションセンサ温度・湿度・照度センサ・

・着座センサ付トイレ

モーションセンサ

給湯温度センサ（風呂）

温度・湿度・照度センサー

消費エネルギー見える化

着座センサ（トイレ）

１．住環境の改善とリハビリの効果向上、普及・波及

２．⾏動の⾒える化＝リハビリの効果向上と家族の優
しさへ



省ＣＯ２削減効果

▲９０３kg
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居住

建設

修繕・更新・解体

２１３６kg

３７０kg

１，９３０kg

修繕・更新・解体 ３７０kg

１，９３０kg

建設

一般住宅

５，３４０kg

今回の住宅

４，４３７kg

①ＨＥＭＳ見える化の効果

・消費エネルギーの見える化（自身に加え、他の高齢者との比較、アドバイス）

・温度等の建物環境の見える化（健康省エネアドバイス）

②リハビリ筋力・体力アップによる省エネ

・体力測定、アンケート調査

③床断熱フローリング（畳から滑りにくい床材へ等）

・次世代省エネ基準

・主寝室、廊下、トイレ、洗面、居間

④開口部断熱（老朽化したサッシへの内窓設置）

・主寝室、玄関ドア、トイレ、居間

⑤設備の入れ替え

・給湯温度センサー付断熱バスユニット（滑りにくい床材）

・着座センサー付トイレ（和式から洋式へ）

１１４ｋg

３６kg

９０３kg

３０４kg

３０４kg

CO2削減

１４５kg

通所介護施設でリハビリをして

更に断熱の高い住宅で、

日常生活が活発になれば

冷暖房の消費量が減り

“健康と省エネ”に繋がる

～見える化で更に実感～




